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古典派の第二公準
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:労働の限界不効用 と
実質賃金(率) が等しくなる
ように、家計は労働供給量
を決める
⇒ 家計の効用最大化

ケインズは否定
Marginal Disutility

（正確には、余暇の財に対する限界代替率）



労働の限界不効用
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𝑴𝑫𝑼

曲線

(労働の)
限界不効用は逓増

:さらに１時間働くことで
増える不効用(不快感)

𝑵労働量



直観
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:
さらに１時間働くことで失う効用(財何個分か)

式変形すると、

:さらに１時間働くことで増える費用

:さらに１時間働くことで増える収入
名目賃金(率)

(数値例)
さらに１時間働いて失う効用は、
財を３個食べることで賄える
⇒ 𝑴𝑫𝑼 = 𝟑(個)
財は１個100円とすると、
𝑷 𝑴𝑫𝑼 = 𝟏𝟎𝟎 × 𝟑 = 𝟑𝟎𝟎(円)



古典派の第二公準( )より、
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𝑵

𝑺

労働量

𝑴𝑫𝑼
𝑷

𝒘
,

労働供給曲線
(古典派)

効用最大化する
労働供給量
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𝒍余暇

𝒙

家計の無差別曲線

働かない時間

財(消費量)

(参考)余暇の財に対する限界代替率
余暇の財に対する限界代替率
余暇を１時間減らす(１時間働く)と
効用が減るので、追加的に財を
消費することで元の効用に戻す
⇒ １時間働くことで下がる効用を

財何個分かで表現した

（余暇と財の限界代替率）



まとめ
古典派の

第一公準
労働需要量

の決定
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→ 第二公準
→ 労働供給量

の決定

ケインズは認める ケインズは認めない


